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文 献紹 介
・石 の唄る 寒さ

田淵洋

はじ め妬

Il 凍結細盾化作用の室内 実唸

打 海岸の汀線付近 で の凍結細屑化 作 用

（主な 参考文献）

Iはじめに

をのすご く寒い時代、 ／I 石各割れん（一rかりの寒さだ，、 とか、 ‘/石{食IInA.！ずかりの凍りよ

うだ、， という表現を使うこ とがある。実際水が氷陀なると（*釈を埒加するたせ、水を含んだ

岩石け自 然状態で凍 ると平均 14K叩/.':17!のオーダーの圧力を受ける といわれて いる c、こI')よ

ぅ妬して凍浩妬よつて岩石が崩壊す る翔角は；；；eliv話 （ンnとか、Pr、,stspr・;ngung とか、

frost splitting と か、 cryoclastism0 と呼ばれており、凍結呵屑化作用 と邦訳さ れ

ている。

しかし全てつ岩石が凍結死よつて細屑化作用 を受け るわけでなく 、岩質代よつて大きだ差

がみられる。寸なわち、岩石中の全ての孔隙が水で満ださ れていな ければ、凍結が生じて岩

中の水Iつ容門が均加 して{‘ヽ f在とんど克 しく り全 く圧力は牛ぜず、凍結細屑化作用はみら

れない（、そつ一番良い冽は軽石でちる。一方凍結細府作甲を受けやすい岩石でを、 岩’阿花よ

る差がみられる c よく固恕 した岩石の喝合は 、大きな断片 となり 、 白雨のよう匠固結度の小

さい岩石は 、崩埃すると粉‘t犬{しく は細粒陀なる O また細かぃ孔院のぁる岩石‘たとえばりん

状石灰岩、貝殻を含む大理石、貝殻を含む石灰岩存ど を凍結瑶周作用(re.対する抵抗性が小さ

いと云われてい る。

こ・・つような凍結細屑化作用を取り扱つ穴 研究の中で段近の槃味あ るものを紹介 してみる。

Il凍 結 細 屑化 作 、弔 ，・つ室内実検

スエーデン‘つ ウプサラ大学つ 8,．，ti1J]J,n(1956)は Sca:idir.avian rocks Oいく押類

かをえらび、 その岩石を実験室内での温度と湿度を詞整 した条件下で凍結させた り暖めた り

して機械的風化を生じさ せた 。
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1)椋本の採取

Wimanは Tricartがサン プル として フラ ンス0種 々の堆積岩、主 として石灰岩を用い

たの尻対 して、ノルウ エーの Storstaagafjalet山の粘板岩、 ラップ ランドの Kar-

kevagge Valley の黒雲母片岩、 Dalarria地方の Siljan湖近 くの花描岩、同 じ

菜 larna地 方 の Dalaluen川に近い 30Pshusberg0t山の岩何花尚岩、同じ Dala-

rn~. 地方の Ni pfja l l e t 山の珪岩、そ して Skane 地方の Skaralici,v片麻岩の 6 種類

の岩石を墨頭から削 りとつた り、崖維か ら染め て用いだ。また個々の岩片（つ雷．ii'1打 、 22~ 

305gのものでちつだ。

2)実験の装璧

ゥプサラ大学の地形学実険室の凍結室は、 2部屋続き で、一方の部屋は最低 と畏高気温が

-30 °つ と十 40°.：： 9てな り、他方の部屋は一 15• Oと＋ 30° Cになるよう妬凍結用バ ッテ リ

ーと コンプレッサー で胴吃されているぃ ・

実玲は、 Tricartの方法に従つて24時間で一 70こから十 6°Cの間を 1混J迂サイクル と

して変 化するアイスランド型と、 4日1褐で一 30° 3から＋ 15°,'Jの間を1涸度サイクル とし

て変化する ・ンベリア 狸と：で分け て、 海洋性気候と大陸性気俣と代よる凍芍風化の相違をみる

たもVC36日間続けられ力（第 1図） 。

Wimaraの実！唸と Tricartの実喚の相違点は、 Tricartのアイスランド型の 1温皮サ イ

クルが 7-9時間の炉1炉 riod (湿「．名が 0J0以下o_ltJji:ii)('011 -13時曲の d、'炉lper-

iod (j器度が 0° 0以上の期間）からなり 20時浦30分であるの花、Wir.1an ・.ぅ1温！迄サイ ク

；りが 11時間の g,:,lptlri()d と13時応尻）deg£Jl四rirJdの24時且1であるこ と。．綬低湿度の

期間は、 Tricart より Wiruan IDサイクルの方が長いこと l、Tricartが・ンベリア型の温

度サイクルで gel．P3riod を20 -40時1司、 degぶlPorj（点を 20~ 3 0時1』としたの匠

対し、 Wir..l＆nはそれぞれ 56時間 と40時門に したと となどである （）

3)実験 と その結果

実険匠先だ ち、まずよどれた 岩 片は、水中でプラ・ンをかけ、 布で乾かし、その接妬室温で

乾燥させた。アイスランド型と・ンベリア 咆17_)2部屋では、 それぞれ 1f醤類しつ岩石i'cついて 1

5片を選び、基本煎紋を計闊 した後代、 3つのブラス チックの箱侭5片ずつ入れ、 1つの箱

は完全に乾操させ、他の2つf，つ箱は岩片の半分かお、;,.、：っ．/1.;"，；しこヤ｝水を入れだ0 (水は毛管坑

象で岩片の上部ま で上昇する）c

36日閲の実険の後匠凍結室か らとり出しえ 岩片の入つた1音は 、 まず水分を とり除 くため に
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+ 48℃尻罰屹さ れた 温1定岡軟箱花入れだ。そ 浚水分が立葵発 した風化生成物をピ ーカー匠集

め、 さらに乾燥器の中に 24時間閥いた後陀計碕 した 。それからそつ滉化生戌物を 4階級尻芍

分け て 各 々の1• ＿悶 を 計： ，t し た（第 1 表）。

その結果をみると 、乾いたプラスチソクの箱の中の岩片は 、全 く風化し ていなかつだが、

滉つた箱の中の岸片は非常屁少読であつたが吼化物を生成していだ。岩質妬よ る吼化の差勺

ッベリア型よりもアイスランド型で明らかであつたが、 その差各さ iをど大ぎくだく 、 2つつ

気候型の「i]で全く同じでをない（坑 2図） 3 全体 としてけ、 アイスランド型の 36回の凍結

サイ クルの方が・ンベリア型つ 9回 ．つ 凍芍サイクルよりや 1風化生成物が多かつだ 。

／ 圏 四域
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四 nの粒径つ差 ；つは Solifluctionの営力と して非常に露要であり 、 Tricartは実険結果と

地形の起伏と、の比較を行なつている。

野外 と実放室で＇D風化、つ状態を比咬すると 野外では各岩石は大体が 1:nuld0rを形成 して い

る。例えば 岩列花尚岩と珪岩の崖錐物質は主侭 bould8rであり 、実袋室で蛾じ進んだ風化

を示 した粘板岩 'i:be坦 lderを形成 している が、 その粒径iて非常に大小がある。板石状の岩片

は、実捻では粘坂岩か ら生成さ れたが、 これは割目侭そ つて 畏化が進むため であり、同じ状

捏は黒雲母片岩せもみられる。しかを黒雲母片岩の岩片は 、粘板岩の足のより粒径が小さ く

薄い。

且海 岸 つ 汀 紛 付 近 での凍結細屑化作用

凍結細附化作用陀 よる現象で周氷河地方、特花寒冷地方の海岸w．みられるも の匠 、くバ ラ石))

がある。 これは平ら な大ぎい岩石． 周囲を一組〇偏平な 岩片がパラの花弁のよう ↓て円く と り

古いて立ち並んでいる u こ0偏平な岩片ば 、片岩呵の岩堺からなる こと が多く 、細かい充墳

物かない ；D で 、 海水に 浸 つて いる岩屑つ下阻ijiて 登屯する窃柱 i't. よつ て生成されL~ it Vだとさ

れている。またバラ石は 、 S"teinPackungenとか si:one蕊 ck誼屯 とも云われている。

ところが］Ltr近 Dionneと匡verdier・ン（1967)は、海玲でみられるパラ石などをただ弔匠

凍結細屑化作用で生成されたとする説に反対意北を述ぺている。 Di② ne等はカナダのケベ

ック州の St.Tean湖の湖岸と翫．均m ence入江 3頁岩＇釘蛤出 している海岸で糾査を行ない、

Pa tt0r!l0d. gr叩 msiてよく似た｛揺平た博片税しつ直立や大 さな護を とり 囲人だ偏平な蒋片礫を

視察している。（第 3圏 ） そしてこの｛扁平な薄片礫を生成する屯 f0は確か花凍結の作用に

f-i.M.lvlAX 

< 

第3図

よる{のであるヵ、大きた礫な刈扁平な商片t怠力北りまぃて直立 している°は 波゜作用，尼よる

ものだ と説明 している。その過程を示した 0が第4図である。
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これは St..J0an湖、つ石灰岩'.:)Pla.t form上でみられるイ爵平t稔0 逍立で おる。 （りは その平rfll

図で、矢印は波の方向（圧力の方向）を来 して．へる。念）は断而国で、

偏平恐か押し上げられる状匹を示 している。なお第3「月 をi司じく 、

の r心恥rshore 

戎ヽ 3；乍汁！紀よつて 茂みへ

SE．し 入江(/.)有臣

platf9)rmの上にみられる （扉平磁、つ直立を したさつである。
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l現地研究報告 I

埼玉県大里郡妻沼町

大員 （変

現地研究0ねらいは、ふrどんの敦室での冴箋や吋物の上での学営ではうけ どれない実憩を

肌で然じ とるた め妬、関査法でいう親察と而楼'0手臣を過じ て現地を訪ねる点陀ある。 とは

い う各つの実礫0やり方は利々ありうるわけ て、 自然地理の抄昇氾人文地罪＇ゲ、団合で 条、 充

た同じ く人文地，t瞑）均合で4テーマ （つと り方代よ つて 方法はととなつて くる であろう 。以下

に報告すろ埼玉県妻沼（も心だ）町0現地研究はそつ一つ0実例でおる。ただ一つ注意 して

ぉ含たいこ とは、虹地、つ実，魂を知る といつてを、 、さる特定の；洋路でわれわれが現地妬入り込

むわけで、物功の存陀やかi'L応か正しく目（て入り百（（（．入る とはかぎらないという点である c

兄よう と思つて せ兄られない点、知ろう｝ して をつかめ存 I，へ点が当然でてくが'Dであつて、

弁だ単沌I.Z:目（てふれ耳陀 しだことだけつ印段で条つごとを判断するつはあやまりを咤わ くこ

と力幻ちる。

2 ところで妻沼町つ坑地研究つテーマは 「農菜樗造改善叩唸を実泡 した前 と後で迎莫がどう

かわつたか」という比較勺喩翌な 明題であつヵ。実肺 したつI1農宝つ手uつすいた時期どし^ ぅ

ことで 11月中句でもつたが、 ．そつ一 月：河tて打合せのだめ私が町役む欺：出向いた。 ところが

妻沼町柑埼玉県下で樽造改善屯菜が咬功 し力漢範地区だ とい うことで、ここ 敦年間全国か ら

兄学者力況}ぎ{きらず、そ 〇案内や説哨．つだ）もに、役日つ人，て尭令虎家つ人足仕サ］がはかどら

を〈て 困つている。で含れ ：野内ご、地区｛てかえて欲しいというと とであつた。しか しそ の点は

当方 として妻沼町を選人だ王距打を謎I・Fiして強引作，芍得 して ］］つ力を，9,;-）、そ：れでは 県庁妬公

文計を出 して許可を とつてくれ というこ と陀な つ；々．l, 県庁ir(早速公文専を出 しだとこ ろ咋電

話でやは り同じ趣旨つ と｝．をいわれ、地の均所を世話するから という ととであつだが、当方

＂゚ー ツ と一


